
   
 

新年あけましておめでとうございます。今年も皆様に、少しでも安心し

て充実した人生を送っていただけるよう、医療・介護サービスを続けたい

と思います。どうぞよろしくお願いします。 

 日本は今、人口の高齢化が世界一の速さで進んでいます。それで、２１

世紀が始まった時に介護保険という制度を始めたわけです。あれから１５

年、少子高齢化の影響を私達もヒシヒシと感じます。若い人は都会で共働

きしながら、困難になった結婚、子育てに四苦八苦しています。 

 地方では、米作りを続けられなくなるお年寄りが、ここ数年で急にふえ

た印象があります。独居の高齢者もどんどん増加して、もの忘れの進んだ

人も多くなりましたが、逆に医療・介護のスタッフは、どんどん足りなく

なっています。会社などで働いている４０～５０歳台の奥様方が多いので、

医療・介護の担い手が少ないのです。 

  

 

 

 

 

 

昨年は１年を通して、たくさんの              ボランティアの方がこられ、歌や 

演芸に書道や手芸なども指導して頂きました。 

高屋中学校の生徒さんや、広島国際大学の          学生さんなど幅広い年齢の方と 
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この様な、「困った国、日本」になっていますが、これから一番大切な

ことは何かと考えてみると、それは少子化対策だと思います。子育てと心

身の教育にもっとお金と人材を向けて、２０年後の日本を守って行かなけ

ればならないと考えます。「地方創生」と「安心して子育てのできる環境

作り」こそ、今やっておくべき事だと思います。 

 子供らの未来が明るいものとなりますように、そして今年が皆様にとっ

て良い年でありますように。 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年中は、ご利用者の皆様やご家族様そして地域の皆様より、暖かいご支

援やご理解を賜り厚く御礼申し上げます。 

 今年も利用者の皆様がデイサービスを生きがいと感じられ、１年間健康

で笑顔で過ごして頂けるよう職員一同努力してまいります。 

 今年１年よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

交流が出来ました。どの日も笑顔             がたくさん見られ利用者の方 

職員一同感謝の気持ちで一杯です。 

今年も年始めの週に書き初めをしました。 
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